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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

連結経営指標等 

  

 
(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。 

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第142期

第３四半期
連結累計期間

第143期
第３四半期
連結累計期間

第142期
第３四半期
連結会計期間

第143期
第３四半期
連結会計期間

第142期

会計期間

自 平成21年
  ４月１日
至 平成21年
  12月31日

自 平成22年
 ４月１日

至 平成22年
 12月31日

自 平成21年
 10月１日

至 平成21年
 12月31日

自 平成22年
  10月１日
至 平成22年
  12月31日

自 平成21年
  ４月１日
至 平成22年
  ３月31日

売上高 (百万円) 10,602 17,572 2,673 6,893 14,736 

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △1,548 25 △776 249 △2,608

四半期純利益又は 
四半期(当期)純損失(△) 

(百万円) △2,288 21 △1,014 253 △4,735

純資産額 (百万円) ─ ─ 6,079 3,658 3,641 

総資産額 (百万円) ─ ─ 25,922 27,573 25,188 

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 96.12 57.90 57.59 

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期(当期)純損失金額
(△） 

(円) △36.16 0.34 △16.03 4.01 △74.85

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額 

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ ─ 23.5 13.3 14.5 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 764 △342 ─ ─ 1,293 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △195 △301 ─ ─ △405

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △1,017 552 ─ ─ △491

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(百万円) ─ ─ 1,376 2,134 2,224 

従業員数 (人) ─ ─ 903 788 784 
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当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。 

 また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

(1) 連結会社の状況 

平成22年12月31日現在 

 
(注) 従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員数であります。 

  

(2) 提出会社の状況 

平成22年12月31日現在 

 
(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。 

２ 【事業の内容】

３ 【関係会社の状況】

４ 【従業員の状況】

従業員数(名) 788 

従業員数(名) 728 
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第２ 【事業の状況】 

(1) 生産実績 

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １ 金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含んでおりません。 

  
(2) 受注実績 

当第３四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去をしております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含んでおりません。 

  
(3) 販売実績 

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去をしております。 

２ 主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。 
  

 
３ 上記の金額には、消費税等は含んでおりません。 

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比（％）

工作機械関連事業 4,583 ─

輸送機器関連事業 2,471 ─

その他 ─ ─

合計 7,055 ─

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

（％）
受注残高(百万円)

前年同四半期比
（％）

工作機械関連事業 2,306 ─ 9,246 ─

輸送機器関連事業 2,471 ─ 3,216 ─

その他 19 ─ ─ ─

合計 4,797 ─ 12,462 ─

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比（％）

工作機械関連事業 4,402 ─

輸送機器関連事業 2,471 ─

その他 19 ─

合計 6,893 ─

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

Shanghai GM-Dongyue  
PowerTrain Company Limited 

─ ─ 2,959 42.9 

ヤマハ発動機㈱ 1,366 51.1 1,769 25.7 

住金物産㈱ 394 14.8 543 7.9 
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当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

なお、当社グループは前連結会計年度において、金融機関数社と締結しているシンジケートローン契約

の財務制限条項等に抵触する事実が発生しております。また、前連結会計年度の売上高が前々期と比べ

て64.5％減少したことにより「売上高の著しい減少」の事象に該当しており、さらに、多額の営業損

失、経常損失及び当期純損失を計上したことにより「重要な営業損失、経常損失又は当期純損失の計

上」の事象にも該当しております。 

 当該重要事象等を改善するための対応策等は、「４．財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの

状況の分析（６）事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等

を解消し、又は改善するための対応策」に記載しております。 

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。  

  
(1) 経営成績の分析 

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、中国等アジア新興国を中心とした堅調な外需や

景気対策などにより回復の兆しが見られるものの、急激な円高の影響や先行き不安などにより依然とし

て雇用情勢や個人消費の改善、設備投資の需要回復には至っておらず、引き続き厳しい状況となってお

ります。 

 このような情勢の中で当社グループの当第３四半期連結会計期間の売上高は、工作機械関連事業部

門、輸送機器関連事業部門ともに大幅に増加し6,893百万円(前年同期比157.8%増)となりました。損益

につきましては、増収及び原価低減、経費削減に努めてまいりました結果、営業利益は373百万円(前年

同期は営業損失818百万円)、経常利益は249百万円(前年同期は経常損失776百万円)となりました。四半

期純利益は、253百万円(前年同期は四半期純損失1,014百万円)となりました。 

  
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

  
工作機械関連事業部門におきましては、設備投資需要の旺盛な中国等のアジア新興国において積極的

な営業活動をしてまいりました結果、売上高は4,402百万円、営業利益は327百万円となりました。 

輸送機器関連事業部門におきましては、主力の二輪車、バギー車用エンジン部品および自動車部品の

生産が増加したことにより、売上高は2,471百万円、営業利益は33百万円となりました。 

その他部門におきましては、不動産賃貸事業により売上高は19百万円となり、営業利益は14百万円と

なりました。 

  

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(2) 財政状態の分析 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,385百万円増加し27,573百万

円となりました。この主な要因は売上債権及びたな卸資産の増加によるものであります。  

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ2,367百万円増加し23,915百万円となりました。この主な要因

は仕入債務及び借入金の増加によるものであります。  

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べ17百万円増加し3,658百万円となりました。増加の主な要因

は四半期純利益21百万円の計上によるものであります。この結果、自己資本比率は13.3％となりまし

た。 

  

(3) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間の営業活動による資金は、税金等調整前四半期純利益に減価償却費及びた

な卸資産の減少等を加え、売上債権の増加及び仕入債務の減少等を差し引き140百万円の使用（前年同

期比74.9％減）となりました。投資活動による資金は主として、関係会社出資金の払込による支出及び

設備投資による支出により107百万円の使用（前年同期は85百万円の獲得）、財務活動による資金は、

短期及び長期借入れによる収入から短期及び長期借入金の返済による支出等を差し引き29百万円の獲得

（前年同期比99.6％増）となりました。  

 以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、2,134百万円と第

２四半期連結会計期間末より222百万円（9.4％）減少いたしました。 

  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。 

  

(5) 研究開発活動 

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は55百万円であります。 

 なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。 

  

(6) 事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は

改善するための対応策 

当社グループは、前連結会計年度において将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義

を生じさせるような事象又は状況その他グループの経営に重要な影響を及ぼす事象（重要事象）が存在

しており、当該状況の内容につきましては、「２．事業等のリスク」に記載しております。 

 シンジケートローンの財務制限条項等に抵触する事実が発生している事象につきましては、当該状況

を解消すべく経営効率の改善・改革を含む経営計画、資金計画を策定し、取引金融機関に対しシンジケ

ートローン契約の当該事項につき適用免除について協議を行いました。その結果、シンジケートローン

の財務制限条項等に抵触しておりますが、全貸付人より期限の利益喪失請求を行わないことにつき同意

を頂いた書面を受領しております。 

 「売上高の著しい減少」及び「重要な営業損失、経常損失又は当期純損失の計上」の事象につきまし

ては、このような状況を解消するために、前連結会計年度において、早期退職者優遇制度の実施や生産

体制の見直しにより固定費の削減を行い、今後も更なる原価低減や徹底した経費削減に努めることによ

り、当連結会計年度において収益を確保でき、資金計画についても充分達成できるものと見込んでおり

ます。 

 なお、当第３四半期連結会計期間においても当該状況に変更はなく、事業継続において不確実性は認

められないものと判断しております。 
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第３ 【設備の状況】 

(1) 主要な設備の状況 

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2) 設備の新設、除却等の計画 

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。 
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第４ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

(6) 【大株主の状況】 

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。 

  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000 

計 150,000,000 

種類 

第３四半期会計期間末現在 

発行数(株) 

(平成22年12月31日) 

提出日現在発行数(株)

(平成23年２月14日) 

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名 

内容 

普通株式 63,534,546 同左
 東京証券取引所 

 （市場第一部） 

単元株式数は
1,000株で 
あります。

計 63,534,546 同左 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 
(千株)

発行済株式
総数残高 
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金
残高 

(百万円)

平成22年12月31日 ― 63,534 ― 4,640 ― 1,230 
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(7) 【議決権の状況】 

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。 

① 【発行済株式】 

平成22年９月30日現在 

 
(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個) 

含まれております。 

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式314株が含まれております。 

  

② 【自己株式等】 

平成22年９月30日現在 

 
(注) 当第３四半期末現在の自己株式数は、344,505株であります。 

  

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式） 

普通株式   315,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 62,747,000 62,747 ―

単元未満株式 普通株式   472,546 ― ―

発行済株式総数 63,534,546 ― ―

総株主の議決権 ― 62,747 ―

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

（自己保有株式） 

   エンシュウ株式会社 

静岡県浜松市南区 

高塚町4888番地 
315,000 ― 315,000 0.50 

計 ― 315,000 ― 315,000 0.50 
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【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

  

 
(注) 株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであり

ます。 

(1) 役職の異動 

  

２ 【株価の推移】

月別
平成22年
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 142 121 140 116 97 96 90 90 94 

最低(円) 87 102 103 89 78 83 65 63 82 

３ 【役員の状況】

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役 
（新事業推進本部長兼工作機械事業部

営業担当）

取締役 
（新事業推進本部長兼工作機械事業部

営業担当）
小木国典 平成23年１月１日
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第５ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。 

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月

１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31

日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、仰星監査法人により四半期レビューを受けております。 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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１ 【四半期連結財務諸表】 

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

    当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部 
 流動資産 
  現金及び預金 2,134 2,224
  受取手形及び売掛金 ※4 4,390 2,816
  商品及び製品 1,742 2,131
  仕掛品 3,920 2,598
  原材料及び貯蔵品 693 624
  その他 1,859 1,442
  貸倒引当金 △87 △125

  流動資産合計 14,653 11,711
 固定資産 
  有形固定資産 
   機械装置及び運搬具（純額） ※1 2,795 ※1 3,327
   土地 ※3 7,387 ※3 7,387
   その他（純額） ※1, ※3 2,323 ※1, ※3 2,452
   有形固定資産合計 12,506 13,167
  無形固定資産 60 62
  投資その他の資産 
   その他 536 445
   貸倒引当金 △183 △197

   投資その他の資産合計 353 247
  固定資産合計 12,920 13,477
 資産合計 27,573 25,188

負債の部 
 流動負債 
  支払手形及び買掛金 4,898 3,240
  短期借入金 6,090 5,748
  未払法人税等 27 19
  賞与引当金 103 105
  その他 948 951
  流動負債合計 12,067 10,064
 固定負債 
  長期借入金 7,199 6,972
  退職給付引当金 1,965 1,823
  役員退職慰労引当金 99 99
  負ののれん 13 16
  資産除去債務 231 －
  その他 2,337 2,572
  固定負債合計 11,847 11,483
 負債合計 23,915 21,547
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（単位：百万円）

   当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部 
 株主資本 
  資本金 4,640 4,640
  資本剰余金 1,230 1,230
  利益剰余金 △5,184 △5,206
  自己株式 △54 △51

  株主資本合計 631 613
 評価・換算差額等 
  その他有価証券評価差額金 △1 2
  土地再評価差額金 3,153 3,153
  為替換算調整勘定 △125 △128

  評価・換算差額等合計 3,026 3,027
 純資産合計 3,658 3,641

負債純資産合計 27,573 25,188
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(2) 【四半期連結損益計算書】 

【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

  
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 10,602 17,572

売上原価 10,729 15,744

売上総利益又は売上総損失（△） △126 1,828

販売費及び一般管理費 ※1 1,452 ※1 1,375

営業利益又は営業損失（△） △1,579 452

営業外収益 
 受取利息 1 1
 受取配当金 0 1
 負ののれん償却額 2 3
 持分法による投資利益 0 0
 受取賃貸料 19 13
 雇用調整助成金 206 －
 その他 60 31
 営業外収益合計 292 51

営業外費用 
 支払利息 204 204
 為替差損 9 245
 その他 47 29
 営業外費用合計 261 478

経常利益又は経常損失（△） △1,548 25

特別利益 
 固定資産売却益 2 6
 貸倒引当金戻入額 － 26
 特別利益合計 2 33

特別損失 
 固定資産廃棄損 9 0
 投資有価証券評価損 3 －
 貸倒引当金繰入額 94 －
 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 27
 異常操業度損失 ※2 652 －

 特別損失合計 760 28

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△） 

△2,306 30

法人税、住民税及び事業税 △20 10

法人税等調整額 1 △2

法人税等合計 △18 8

少数株主損益調整前四半期純利益 － 21

少数株主利益 0 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,288 21
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

  
前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 2,673 6,893

売上原価 3,059 6,050

売上総利益又は売上総損失（△） △385 843

販売費及び一般管理費 ※1 433 ※1 469

営業利益又は営業損失（△） △818 373

営業外収益 
 受取利息 0 0
 受取配当金 0 0
 負ののれん償却額 1 1
 持分法による投資利益 － 0
 受取賃貸料 6 3
 為替差益 33 －
 雇用調整助成金 61 －
 その他 20 11
 営業外収益合計 122 17

営業外費用 
 支払利息 64 68
 持分法による投資損失 0 －
 為替差損 － 63
 その他 16 9
 営業外費用合計 80 141

経常利益又は経常損失（△） △776 249

特別利益 
 固定資産売却益 1 5
 貸倒引当金戻入額 － 3
 特別利益合計 1 8

特別損失 
 固定資産廃棄損 7 0
 貸倒引当金繰入額 35 －
 異常操業度損失 ※2 202 －

 特別損失合計 245 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△） 

△1,020 256

法人税、住民税及び事業税 △15 3

法人税等調整額 8 △0

法人税等合計 △6 3

少数株主損益調整前四半期純利益 － 253

少数株主損失（△） △0 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,014 253
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

  
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

 税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△） 

△2,306 30

 減価償却費 1,172 812
 負ののれん償却額 △2 △3
 退職給付引当金の増減額（△は減少） 53 142
 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △14 －
 賞与引当金の増減額（△は減少） △60 △2
 貸倒引当金の増減額（△は減少） 96 △25
 受取利息及び受取配当金 △2 △2
 支払利息 204 204
 為替差損益（△は益） 10 3
 持分法による投資損益（△は益） △0 △0
 有形固定資産売却損益（△は益） △2 △6
 有形固定資産廃棄損 9 0
 売上債権の増減額（△は増加） 3,882 △1,918
 たな卸資産の増減額（△は増加） 2,012 △1,109
 仕入債務の増減額（△は減少） △3,418 1,809
 その他 △685 △59

 小計 948 △124
 利息及び配当金の受取額 3 2
 利息の支払額 △204 △211
 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 17 △9

 営業活動によるキャッシュ・フロー 764 △342

投資活動によるキャッシュ・フロー 
 有価証券の売却による収入 174 －
 有形固定資産の取得による支出 △338 △196
 有形固定資産の売却による収入 3 7
 投資有価証券の取得による支出 － △3
 投資有価証券の売却による収入 5 －
 無形固定資産の取得による支出 △16 △8
 関係会社出資金の払込による支出 － △100
 出資金の払込による支出 － △0
 子会社株式の取得による支出 △23 －

 投資活動によるキャッシュ・フロー △195 △301

財務活動によるキャッシュ・フロー 
 短期借入れによる収入 800 1,308
 短期借入金の返済による支出 △2,238 △21
 長期借入れによる収入 2,800 2,192
 長期借入金の返済による支出 △2,364 △2,908
 自己株式の取得による支出 △3 △3
 配当金の支払額 △0 △0
 その他 △10 △13

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,017 552

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △454 △89

現金及び現金同等物の期首残高 1,830 2,224

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1 1,376 ※1 2,134
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

 
  
【表示方法の変更】 

 
  

 
  
【簡便な会計処理】 

 
  

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日)

１ 資産除去債務に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用してお

ります。 

 この結果、第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益が27百万円減少しております。 

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は231百万円であり、当該変動額のうち204百万円

は前連結会計年度末における環境対策引当金の残高を資産除去債務の一部として引き継いだ額であります。 

２ 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用

しております。 

 これによる損益への影響は軽微であります。 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日)

 （四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用により、当

第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日)

 （四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用により、当

第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日)

１ 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２ 棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実施棚卸を省略し、前連結会計年度末の実施棚卸高

を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 
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【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

 
  

(四半期連結損益計算書関係) 

第３四半期連結累計期間 

 
  

第３四半期連結会計期間 

 
  

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額  26,707百万円 

なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が
含まれております。 

 ２ 保証債務 

関係会社の金融機関からの借入金に対する保証
を次のとおり行っております。 

    遠州建設㈱             56百万円 

※３ 担保資産 

担保に供されている資産について、事業の運営
において重要なものであり、かつ、前連結会計年
度の末日に比べて著しい変動が認められるもの 

    土地              7,283百万円 

    その他（建物）         1,008百万円 

※４ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。 

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて

おります。 

   受取手形               123百万円 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額  26,155百万円 

なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が
含まれております。 

 ２ 保証債務 

関係会社の金融機関からの借入金に対する保証
を次のとおり行っております。 

    遠州建設㈱             94百万円 

※３ 担保資産 

    土地              5,653百万円 

    その他（建物）          911百万円 

   

  ４            ──────── 

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日  
  至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日  
  至 平成22年12月31日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの 

    給料及び賞与            416百万円 

    賞与引当金繰入額          27百万円 

    退職給付引当金繰入額        73百万円 

※２ 設備稼働率が低下したために発生した異常操業経

費です。 

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの 

    給料及び賞与            353百万円 

    賞与引当金繰入額           36百万円 

    退職給付引当金繰入額        67百万円 

 ２           ────────  

(自  平成21年10月１日 
至  平成21年12月31日) 

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日 
至  平成22年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの 

    給料及び賞与            133百万円 

    賞与引当金繰入額           8百万円 

    退職給付引当金繰入額        24百万円 

※２ 設備稼働率が低下したために発生した異常操業経

費です。 

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの 

    給料及び賞与            116百万円 

    賞与引当金繰入額           18百万円 

    退職給付引当金繰入額        22百万円 

 ２           ────────  
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

 
  

(株主資本等関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日

至 平成22年12月31日) 

１ 発行済株式に関する事項 

 
  
２ 自己株式に関する事項 

 
  
３ 新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

  
４ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

該当事項はありません。 

  
 (2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日  
  至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日  
  至 平成22年12月31日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

(平成21年12月31日)

   

現金及び預金勘定 1,376百万円

現金及び現金同等物 1,376百万円

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

(平成22年12月31日)

  

現金及び預金勘定 2,134百万円

現金及び現金同等物 2,134百万円

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 63,534,546 

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 344,505 
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(セグメント情報等) 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日) 

 
(注)  1 事業区分は、製品の種類・性質によっております。 

2 各区分の主な製品 

 (1)  工作機械関連事業………フレキシブルトランスファーマシン＆ライン、各種専用機、マシニングセンタ、

            半導体レーザー加工機他  

 (2)  輸送機器他関連事業……二輪車用エンジン、雪上車、ゴルフカー及びバギー車の部品加工、船舶用エンジ

            ンの加工組立、自動車用部品の加工 

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日) 

 
(注)  1 事業区分は、製品の種類・性質によっております。 

2 各区分の主な製品 

 (1)  工作機械関連事業………フレキシブルトランスファーマシン＆ライン、各種専用機、マシニングセンタ、

            半導体レーザー加工機他  

 (2)  輸送機器他関連事業……二輪車用エンジン、雪上車、ゴルフカー及びバギー車の部品加工、船舶用エンジ

            ンの加工組立、自動車用部品の加工 

 
工作機械 
関連事業 
(百万円)

輸送機器他
関連事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高   

  (1) 外部顧客に 
      対する売上高 734 1,939 2,673 ― 2,673 

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高 18 ― 18 (18) ―

計 753 1,939 2,692 (18) 2,673 

営業損失(△) △814 △5 △819 1 △818

 
工作機械 
関連事業 
(百万円)

輸送機器他
関連事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高   

  (1) 外部顧客に 
      対する売上高 4,890 5,711 10,602 ― 10,602 

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高 44 ― 44 (44) ―

計 4,935 5,711 10,647 (44) 10,602 

営業損失(△) △1,406 △169 △1,576 (2) △1,579
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【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日) 

 
(注)  1 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

2 本邦以外の区分に属する国又は地域 

   アメリカ、ドイツ、タイ 

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日) 

 
(注)  1 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

2 本邦以外の区分に属する国又は地域 

   アメリカ、ドイツ、タイ  

  

 
日本 

(百万円)
日本以外の地域

(百万円)
計

(百万円)
消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高   

  (1) 外部顧客に 
      対する売上高 2,625 48 2,673 ― 2,673 

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高 124 8 132 (132) ―

計 2,749 56 2,806 (132) 2,673 

営業損失(△) △672 △158 △830 11 △818

 
日本 

(百万円)
日本以外の地域

(百万円)
計

(百万円)
消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高   

  (1) 外部顧客に 
      対する売上高 9,562 1,040 10,602 ― 10,602 

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高 249 13 262 (262) ―

計 9,811 1,053 10,865 (262) 10,602 

営業損失(△) △1,396 △336 △1,733 153 △1,579
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【海外売上高】 

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 北米………………アメリカ  

 (2) アジア……………中国、タイ、韓国 

 (3) その他の地域……フランス 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦地域以外の国又は地域における売上高であります。 

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 北米………………アメリカ  

 (2) アジア……………中国、韓国、タイ 

 (3) その他の地域……フランス 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦地域以外の国又は地域における売上高であります。 

  

【セグメント情報】 

1 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「工作機械関連事業」

及び「輸送機器関連事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「工作機械関連事業」はフレキシブルトランスファーマシン＆ライン、各種専用機、マシニングセンタ

及び半導体レーザー加工機等の製造販売をしております。「輸送機器関連事業」は、二輪車用エンジン等

の輸送機器部品の製造販売をしております。 

  

 北米(百万円) アジア(百万円)
その他の地域  
(百万円)

計(百万円)

Ⅰ  海外売上高 118 218 7 344 

Ⅱ  連結売上高 ― ― ― 2,673 

Ⅲ  連結売上高に占める 
    海外売上高の割合(％) 4.4 8.2 0.3 12.9 

 北米(百万円) アジア(百万円)
その他の地域  
(百万円)

計(百万円)

Ⅰ  海外売上高 944 1,640 30 2,615 

Ⅱ  連結売上高 ― ― ― 10,602 

Ⅲ  連結売上高に占める 
    海外売上高の割合(％) 8.9 15.5 0.3 24.7 
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２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

 
（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。 

   ２ セグメント利益の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去であります。 

   ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  
当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日) 

 
（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。 

   ２ セグメント利益の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去であります。 

   ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平

成21年3月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号 平成20年3月21日)を適用しております。 

  

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３

工作機械 
関連事業

輸送機器
関連事業

計

売上高     

  外部顧客への売上高 8,539 8,973 17,513 58 17,572 ― 17,572 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 12 ― 12 ― 12 △12 ―

計 8,552 8,973 17,526 58 17,585 △12 17,572 

セグメント利益 27 384 412 41 454 △1 452 

   (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３

工作機械 
関連事業

輸送機器
関連事業

計

売上高     

  外部顧客への売上高 4,402 2,471 6,874 19 6,893 ― 6,893 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 10 ― 10 ― 10 △10 ―

計 4,413 2,471 6,884 19 6,904 △10 6,893 

セグメント利益 327 33 360 14 375 △1 373 
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(金融商品関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日) 

受取手形及び売掛金、並びに支払手形及び買掛金が、企業集団の事業の運営において重要なものとな

っており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。 

 
（注）金融商品の時価の算定方法 

受取手形及び売掛金、並びに支払手形及び買掛金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。 

  

(１株当たり情報) 

１ １株当たり純資産額 

  

 
  

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎 

  

 
  

科目
四半期連結貸借対照表

計上額(百万円)
時価(百万円) 差額(百万円)

受取手形及び売掛金 4,390 4,390 ─

支払手形及び買掛金 4,898 4,898 ―

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

57円90銭 57円59銭

項目
当第３四半期連結会計期間末

(平成22年12月31日)
前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計金額(百万円) 3,658 3,641 

普通株式に係る純資産額(百万円) 3,658 3,641 

普通株式の発行済株式数(千株) 63,534 63,534 

普通株式の自己株式数(千株) 344 307 

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(千株) 63,190 63,226 
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２ １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等 

第３四半期連結累計期間 

 
  

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎 

  

 
  

第３四半期連結会計期間 

 
  

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎 

  

 
  

該当事項はありません。 

(自  平成21年４月１日 
至  平成21年12月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日 
至  平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額    ― 

１株当たり四半期純損失金額（△） △36円16銭

 

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額    ― 

１株当たり四半期純利益金額 0円34銭

項目

前第３四半期連結累計期間 

(自 平成21年４月１日  

 至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成22年４月１日  

 至 平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は 

四半期純損失（△）(百万円) 
△2,288 21 

普通株式に係る四半期純利益又は 

四半期純損失（△）(百万円) 
△2,288 21 

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 63,288 63,219 

(自  平成21年10月１日 
至  平成21年12月31日) 

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日 
至  平成22年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額    ― 

１株当たり四半期純損失金額（△） △16円03銭

 

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額    ― 

１株当たり四半期純利益金額 4円01銭

項目 (自  平成21年10月１日 
至  平成21年12月31日) 

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日 
至  平成22年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は 
四半期純損失(△)(百万円) 

△1,014 253 

普通株式に係る四半期純利益又は 

四半期純損失(△)(百万円) 
△1,014 253 

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 63,283 63,215 

２ 【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。 
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平成22年２月４日

エンシュウ株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエ

ンシュウ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成

21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エンシュウ株式会社及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以  上 

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

仰 星 監 査 法 人 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  柴  田  和  範  ㊞ 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  寺  本     悟  ㊞ 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  浅  野  佳  史  ㊞ 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



  
平成23年２月４日

エンシュウ株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエ

ンシュウ株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成

22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エンシュウ株式会社及び連結子会社の平成

22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以  上 

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

仰 星 監 査 法 人 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  柴  田  和  範  ㊞ 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  寺  本     悟  ㊞ 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  浅  野  佳  史  ㊞ 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



 
  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 東海財務局長 

【提出日】 平成23年２月14日 

【会社名】 エンシュウ株式会社 

【英訳名】 ENSHU Limited 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 中 安 茂 夫 

【最高財務責任者の役職氏名】 ─ 

【本店の所在の場所】 静岡県浜松市南区高塚町4888番地 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

 

 



当社代表取締役社長中安茂夫は、当社の第143期第３四半期(自 平成22年10月１日 至 平成22年12月

31日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしま

した。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】




